
平成２６年（２０１４年）５月９日発行－５－　　（２４２号） 市 議 会 だ よ り

露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　

前
原
歩
道
橋
は
都
の
緊
急
輸
送
道
路
に
架
か
っ

て
い
る
が
、
経
年
劣
化
で
耐
震
性
が
心
配
さ
れ
る
。

ま
た
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
へ
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
原
宿
駅
前
の
横
断

歩
道
橋
は
最
近
撤
去
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
、
通
学

路
指
定
と
な
っ
て
い
た
の
で
撤
去
に
時
間
が
か
か

っ
た
と
聞
く
。
小
金
井
市
で
通
学
路
と
し
て
歩
道

橋
を
利
用
し
て
い
る
の
は
、
前
原
小
、
南
小
、
南

中
で
、
合
計　

人
余
で
あ
る
。
利
用
勝
手
の
悪
い

２０

歩
道
橋
を
撤
去
し
、
横
断
歩
道
、
信
号
機
の
設
置

を
求
め
る
。

　

都
市
整
備
部
長　

歩
道
橋
の
寿
命
は　

年
以
上

６０

と
も
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
撤
去
基
準
は
、
利
用
者

が　

時
間
当
た
り　

人
以
下
で
あ
る
こ
と
、
通
学

１２

２０

路
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、　

ｍ
以
内
に
横

１００

断
歩
道
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
。

市
と
し
て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
観
点
か
ら
、
前

原
歩
道
橋
を
撤
去
し
て
横
断
歩
道
と
信
号
機
の
設

置
を
関
係
部
署
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

前
原
歩
道
橋
を
撤
去

前
原
歩
道
橋
を
撤
去
しし

横
断
歩
道
と
信
号
機
設
置

横
断
歩
道
と
信
号
機
設
置
をを

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

　

虚
現
在
、
障
が
い
者
の
各
相
談
窓
口
の
場
所
が

離
れ
て
い
る
。
年
齢
や
複
合
的
な
症
状
等
、
状
況

の
変
化
に
よ
っ
て
相
談
場
所
が
変
わ
り
、
不
便
で

あ
る
。
今
後
建
て
替
え
を
検
討
し
て
い
る
福
祉
会

館
１
階
に
総
合
相
談
窓
口
を
設
置
し
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

窓
口
が
点
在
し
て
お
り
、
同

時
利
用
の
場
合
は
不
便
も
感
じ
る
が
、
場
所
の
問

題
も
あ
る
。

　

市
長　

福
祉
会
館
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
現
在

方
向
性
が
定
ま
っ
て
い
な
い
中
で
、
答
え
ら
れ
な

い
。
ご
意
見
と
し
て
伺
っ
て
お
き
た
い
。

　

許
民
間
調
査
会
社
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
所
有
率
は
過
半
数
に
達
し
て
い

る
。
市
報
な
ど
で
情
報
が
届
か
な
い
層
へ
迅
速
か

つ
正
確
に
情
報
を
伝
達
す
る
た
め
に
も
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
も
見
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成

で
き
な
い
か
。

　

情
報
シ
ス
テ
ム
課
長　

必
要
性
は
感
じ
て
い
る

が
、
今
後
の
課
題
と
受
け
止
め
た
い
。

障
が
い
者
相
談
の
ワ
ン

障
が
い
者
相
談
の
ワ
ン
スス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
窓
口

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
窓
口
をを

五
十
嵐
京
子
（
改
革
連
合
）

　

市
民
参
加
か
ら
市
民
参
画
へ
、
そ
し
て
市
民
協

働
へ
と
進
ん
で
き
た
が
、
基
本
認
識
が
共
通
化
さ

れ
な
い
と
実
行
は
進
ま
な
い
。
契
行
政
が
考
え
て

い
る
協
働
と
は
。
形
長
い
歴
史
の
あ
る
町
会
等
も

協
働
で
あ
る
。
加
入
率
の
低
さ
を
課
題
と
す
る
町

会
等
に
対
し
、
市
が
広
報
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

こ
と
が
必
要
で
は
。
径
テ
ー
マ
別
の
協
働
も
お
互

い
に
緊
張
感
を
持
っ
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。
恵
庁
内
で
協
働
の
可
能
性
の
あ
る
事
業
の
洗

い
出
し
を
し
な
い
か
。

　

市
民
部
長　

契
本
来
協
働
と
は
、
事
業
の
一
端

を
担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
、
双
方
合
意
の
上
で
分

担
さ
れ
た
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
初
め
て
協
働
に

な
る
と
考
え
る
。
形
新
た
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
町

会
等
の
周
知
を
始
め
た
。
径
お
互
い
の
意
見
交
換

は
重
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
恵
今
後
、
検
討
を

進
め
る
中
で
と
考
え
て
い
る
。

■
そ
の
他
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

行
政
と
市
民
と
の
協
働

行
政
と
市
民
と
の
協
働
をを

進
め
る
た
め

進
め
る
た
め
にに

鈴
木
成
夫
（
市
議
会
民
主
党
）

　

虚
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
き
ら
り
活
用
の
現

状
を
問
う
。
契
巡
回
相
談
に
つ
い
て
。
形
関
係
機

関
、
学
校
と
の
連
携
に
お
け
る
課
題
は
何
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
巡
回
相
談
は
保
育
課
、
児

童
青
少
年
課
、
指
導
室
で
実
施
し
て
お
り
、
計
画

で
は
統
合
す
る
方
向
で
あ
る
。
保
育
所
等
訪
問
事

業
で
あ
れ
ば
、
保
護
者
の
要
望
で
き
ら
り
の
専
門

職
が
幼
稚
園
な
ど
へ
出
向
く
こ
と
が
で
き
る
。
形

ど
こ
で
も
対
応
が
難
し
い
ケ
ー
ス
は
、
き
ら
り
が

窓
口
と
な
り
、
今
後
の
方
針
や
次
へ
の
つ
な
ぎ
方

を
一
緒
に
見
つ
け
て
い
く
体
制
が
必
要
で
あ
る
。

　

学
校
教
育
部
長　

形
学
校
支
援
地
域
本
部
の
準

備
に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

　

許
大
雪
の
際
の
市
民
生
活
に
関
す
る
情
報
発
信

は
適
切
だ
っ
た
か
。

　

市
長　

テ
レ
ビ
を
見
る
と
一
目
瞭
然
で
、
我
々

が
発
信
す
る
よ
り
も
は
る
か
に
詳
し
い
。
状
況
を

ど
う
伝
え
る
か
は
一
つ
の
課
題
。
今
回
の
こ
と
を

教
訓
に
ど
う
い
う
措
置
が
採
れ
る
か
研
究
し
た
い
。

子
ど
も
の
支
援
策

子
ど
も
の
支
援
策
とと

積
雪
時
の
情
報
発
信
の
課

積
雪
時
の
情
報
発
信
の
課
題題

中
山
克
己
（
自
民
党
小
金
井
）

　

市
の
歳
入
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
、
全
体
の

　

・
３
％
を
占
め
る
市
税
の
徴
収
強
化
は
重
要
で

５６あ
る
。
平
成　

年
度
の
現
年
度
分
収
納
率
は　

・

２４

９８

６
％
で
、
多
摩
地
区
の
上
位
水
準
を
目
指
し
、
取

組
を
進
め
て
き
た
。
ま
た
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
も
重
要
で
あ
る
。
頑
張
っ
た
職
員
が
報
わ
れ

る
職
場
風
土
づ
く
り
と
組
織
強
化
を
進
め
、
公
平

な
税
負
担
を
求
め
る
一
層
の
取
組
を
提
案
す
る
。

　

税
務
担
当
部
長　

催
告
文
書
の
見
直
し
、
電
話

催
告
強
化
や
成
果
の
検
証
等
に
努
め
て
き
た
。
東

京
都
と
連
携
を
強
化
し
、
困
難
事
案
の
解
決
や
職

員
の
ス
キ
ル
向
上
に
努
め
、
職
員
自
ら
の
創
意
工

夫
、
機
動
的
に
徴
収
を
進
め
る
組
織
づ
く
り
を
基

本
に
、
平
成　

年
度
は
早
期
電
話
催
告
、
滞
納
繰

２６

越
分
対
策
を
重
視
し
て
取
り
組
む
。
個
人
住
民
税

の
特
別
徴
収
の
定
着
を
図
り
、
安
定
し
た
財
源
確

保
と
納
税
者
の
利
便
性
向
上
を
推
進
す
る
。

■
そ
の
他
、「
残
業
時
間
の
短
縮
」「
公
共
施
設
料

金
の
適
正
化
」
な
ど
を
質
問
・
提
案
し
ま
し
た
。

市
税
徴
収
の
強
化

市
税
徴
収
の
強
化
にに

向
け
て
問

向
け
て
問
うう

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

成
年
後
見
制
度
は
、
介
護
保
険
制
度
と
と
も
に

平
成　

年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
契
現
状

１２

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。
形
国
の
政
策
的
方
向
性

は
。
径
担
い
手
の
拡
充
策
と
し
て
、
市
民
後
見
人

の
育
成
が
あ
る
。
す
ぐ
に
市
民
後
見
人
と
し
て
育

成
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
法
人
後
見
受
任
ケ
ー

ス
を
一
緒
に
支
援
す
る
と
い
う
「
後
見
支
援
員
の

育
成
」
を
今
回
は
提
案
し
た
い
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
相
談
件
数
は
年
々
増
え
て

お
り
、
需
要
は
今
後
更
に
増
え
る
だ
ろ
う
。
形
最

高
裁
判
所
の
資
料
に
よ
る
と
、
親
族
以
外
の
第
三

者
に
よ
る
後
見
人
の
選
任
比
率
が
半
分
を
超
え
た

と
い
う
。
担
い
手
拡
充
の
た
め
、
厚
生
労
働
省
は

市
民
後
見
推
進
事
業
を
始
め
た
。
径
本
市
で
は
、

い
ま
だ
市
民
後
見
人
養
成
事
業
を
始
め
て
い
な
い
。

他
の
区
や
市
の
取
組
を
参
考
に
し
て
協
議
を
進
め

た
い
。

■
そ
の
他
、
公
会
計
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

成
年
後
見
制
度
の
活
用

成
年
後
見
制
度
の
活
用
・・

充
実
に
つ
い

充
実
に
つ
い
てて白

井　

亨
（
こ
が
お
も
）

　

契
平
成　

年
度
の
保
育
所
入
所
申
込
状
況
、
承

２６

諾
・
不
承
諾
状
況
か
ら
、
４
月
１
日
現
在
の
待
機

児
童
数
は
何
人
に
上
る
と
想
定
し
て
い
る
か
。
形

認
可
・
認
証
に
も
入
れ
な
か
っ
た
方
へ
は
、
ど
の

よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
、
フ
ォ
ロ
ー
を
考
え
て
い
る
か
。

横
浜
市
の
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
事
例
を
参
考

に
、
ハ
ー
ド
（
保
育
枠
）
の
確
保
も
必
要
だ
が
、

ソ
フ
ト
の
対
応
（
相
談
業
務
）
の
整
備
も
必
要
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

契
現
時
点
で
は
２
次
募
集

も
あ
り
、
予
測
は
困
難
だ
が
、
昨
年
を
上
回
る
こ

と
は
予
測
さ
れ
る
。
形
こ
ち
ら
か
ら
積
極
的
に
と

は
な
ら
な
い
が
、
問
合
せ
が
あ
っ
た
場
合
に
は
相

談
に
乗
っ
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
空
き
状
況

等
も
掲
載
し
て
い
る
。
横
浜
市
の
例
は
ご
意
見
と

し
て
承
っ
て
お
く
。

■
そ
の
他
、「
行
政
内
部
の
情
報
資
産
活
用
」「
ｎ

ｏ
ｎ
ｏ
ｗ
ａ
東
小
金
井
開
業
の
影
響
」
に
つ
い
て

質
問
・
提
案
し
ま
し
た
。

続
・
待
機
児
童
問

続
・
待
機
児
童
問
題題

に
つ
い

に
つ
い
てて

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
市
は
財
源
の
根
拠
も
地
権
者
合
意
の
展
望
も

示
さ
ず
に
再
開
発
を
し
た
い
と
言
っ
て
い
る
。
具

体
的
に
財
政
的
根
拠
を
示
し
て
地
権
者
合
意
が
で

き
た
と
こ
ろ
か
ら
再
開
発
を
行
う
よ
う
な
自
治
体

も
あ
る
。
人
を
説
得
す
る
誠
意
を
持
つ
べ
き
。

　

企
画
財
政
部
長　

そ
の
自
治
体
と
目
的
と
方
向

性
は
同
じ
で
は
な
い
か
と
認
識
し
て
い
る
。

　

許
消
費
税
増
税
の
中
、
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第

２
地
区
と
北
口
で
行
わ
れ
る
再
開
発
事
業
で
は
、

商
業
床
と
住
宅
の
需
要
が
本
当
に
あ
る
の
か
。
地

主
は
財
産
を
失
っ
て
し
ま
う
。

　

ま
ち
づ
く
り
担
当
部
長　

商
業
展
開
が
可
能
な

ほ
か
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
需
要
は
相
当
高
い
。

　

距
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第
２
地
区
の　

人
の
権

５０

利
者
の
た
め
に　

億
円
が
出
さ
れ
る
が
、
数
百
人

１５

の
待
機
者
が
い
る
保
育
園
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
に
そ
の　

億
円
は
使
う
べ
き
。

１５

　

市
長　

ま
ち
づ
く
り
を
果
た
し
て
い
く
の
が
役

目
だ
と
思
っ
て
い
る
。

大
型
再
開
発
事
業

大
型
再
開
発
事
業
はは

や
め
る
べ

や
め
る
べ
きき

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
安
倍
内
閣
は
、
２
０
１
５
年
度
か
ら
介
護
保

険
制
度
の
改
悪
を
開
始
す
る
考
え
で
あ
る
。
要
支

援
者
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
や
打
ち
切
り
を
せ
ず
、
継

続
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
事
業
の

展
開
を
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。

　

福
祉
保
健
部
長　

継
続
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
な
事
業
の
実
施
、
利
用
者
に
負
担
が

な
る
べ
く
か
か
ら
な
い
よ
う
な
介
護
予
防
の
取
組

に
つ
い
て
審
議
し
、
検
討
し
た
い
。

　

許
認
可
を
目
指
す
認
可
外
保
育
施
設
へ
の
支
援

の
み
な
ら
ず
、
認
可
保
育
園
の
新
設
、
増
設
に
向

け
た
計
画
案
を
、
新
年
度
に
設
置
さ
れ
る
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
に
諮
問
す
べ
き
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

今
後
、
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
で
、
市
民
の
意
見
も
頂
き
な
が
ら
事
業
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
認
可
保
育
園
を
設

置
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
全
体
の
中
で

バ
ラ
ン
ス
良
く
、
保
育
、
教
育
の
確
保
方
策
を
立

て
て
い
く
。

介
護
保
険
改
悪
案
へ

介
護
保
険
改
悪
案
へ
のの

対
応
策
を
問

対
応
策
を
問
うう

※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。

一般質問 （５面～７面）
２月２８日、３月３日、４日、５日

会 派 の 略 称
（ 自民党小金井 ） 自由民主党小金井市議団
（ 日本共産党 ） 日本共産党小金井市議団
（ 公 明 党 ） 小金井市議会公明党
（ 市議会民主党 ） 小金井市議会民主党
（ みんなの党 ） みんなの党・小金井刷新の会

（ 生活者ネット ） 生活者ネットワーク
（ 改 革 連 合 ） 改革連合
（ 市 民 自 治 ） 市民自治こがねい
（ 市 民 会 議 ） こがねい市民会議
（ こ が お も ） 小金井をおもしろくする会


